「 こ れ を 手 本 に し て 同じ よう な 御 彫 を 描き 、 
(イエ ズ ス 、 わ れ 御 身 に 信頼 し 奉る 。? と し る 
し な きい 。 私 は この 御影 が だ まず お 前 た ちの 聖 
堂 で 、 次 に 全 世 界 で 崇敬 きれ る こと を 望ん で 
いる 。 私 は これ を 洋 散 する 人 々 は 減 びな いこ 
と を 約束 する 。 私 は この 人 々 が すでに この 世 
で 、 と り わ け 際 終 の 時 に お いて 、 敵 に 対す る 
勝利 を 得る こと を 約束 する 。 私 は 彼ら を 私 の 
光栄 と し て 、 私 自身 が 守 ろ う ぁ - 


「 こ の 光線 は 血 と 水 を 意味 し て いる 。 水 は 寺 
殊 た ち を 葵 と する 。 血 は 寺 現 の 命 で ある 。 血 
と 水 は 十 字 架 上 で 開か れ た 私 の 聖心 か ら 湖 き 
出 て いる 。 こ の 光線 は 私 の 御 多 の 抱か ら 湿 
魂 を 保護 する 。 こ の 陰 に 生き る 人 は 詩 い な る 
か な 。 御 正義 は 彼 に まで 届か な い だ ろ う 。』 
(イエ ダス の ファ ウス チ ナナ 修道 女 へ の メッ セー ジ ) 


ああ 、 イ エズ ス の 誤 心 か ら 御 あわ 
れ み の 泉 と し て 湧き 出 ず る 御 血 と 水 
よ 、 わ ね われ 御 身 に 信頼 し 奉る 。 


イエ ズ ス 、 われ 御 身 に 信頼 し 奉る 。 


